
令和４年４月にプラスチック資源循環促進法が施

行されたことを契機に、プラスチックをはじめとす

る資源の回収・再商品化において、スキームの構築

だけでなく、住民の理解及び行動変容の促進等、自

治体に求められる役割はますます大きくなってい

ます。

取り組み方のヒントをお届けし、各地域に資源循

環の輪を広げていきたいという思いから、本セミ

ナーでは最新の国の動向に加え、先進自治体によ

る収集分別・再商品化の取組や、企業との連携や自

治会主導のもとに実践されている独自の資源循環

の取組についてご紹介しました。

・・・・・・・・・・

イベント概要

日時：令和５年１１月３０日（木）13:３0-1５:２0

形式：オンライン（Microsoft Teams）

プログラム：

○講演：

「自治体におけるプラスチック資源循環促進法の

活用状況について」

経済産業省 産業技術環境局 資源循環経済課

○先進自治体の取組紹介：

 兵庫県、亀岡市、生駒市

・・・・・・・・・・

イベント結果

近畿管外からもお申し込みいただき、約９０名（うち自治

体職員約７０名）に参加いただきました。

自治体職員を対象にしたプラスチック再商品化セミナー

の開催は初めてでしたが、セミナー後のアンケート結果で

は「大変役に立った」「役に立った」が９割を超え、今後も実

施を希望する声を多数いただきました。

• プラスチック資源循環促進法の概要や最
新の動向を知ることができた。

• 資源循環に取り組むことがリスク回避に
繋がることも理解できた。

• やってみたいと思わせる内容だった。
• 先進的な自治体の取組を知ることができ、
大変有意義なセミナーだった。

参加者の声

・・・・・・・・・・

先進事例を知り、“地域”の視点から

資源循環の取組の方策を探る

・・・・・・・・・・ プラスチック資源循環特設HP

URL：https://plastic-
circulation.env.go.jp/
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